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イエス・キリストは、手をかざすだけで、歩けなかった者を歩けるようにしたと言います。 

そういう奇跡が、神様の起こしたものなのか、そうでないのかは、私にはわかりません。でも、神様の力があっ

てもなくても、そういう奇跡が起こりうることは確かです。 

 

ＪＲ茨木駅近くの接骨院が私

の仕事場です。そこで最近、こん

なことがありました。 

ある患者さんは、福山雅治の熱

烈なファンです。膝と肩が痛くて、

当院に通われていました。 

「膝が痛いのに、コンサートに行

けるかな」、「肩が痛いけれど、

（タオルを振る曲のときに）タオ

ルが振れるかな」と心配していら

っしゃいました。 

しかしコンサートを最前列で聴い

ていたら、痛みが完全に消えてし
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まったそうです。もちろん、タオルを振っても大丈夫でした。 

数日たつと痛みがもどってしまいましたが、数カ月後にまたコンサートに行かれた際は、膝の腫れが引くという

奇跡が起きました。 

  

「信じるものは救われる」と言いますが、誰かを信じ、とてもありがたい存在と心底思っている人なら、その人

が手をかざしたり、ほほ笑んだりしてくれるだけで、恍惚となってもおかしくありません。 

恍惚状態では脳内モルヒネと呼ばれるエンドルフィンやドーパミン・オキシトシン・セロトニンなどが、脳内に大

量に生成されると言います。 

これらの物質には、強力な消炎・鎮痛作用と、多幸感をもたらす作用があり、自然回復力も高まると考え

られます。その結果、痛みが消え、歩けなかった人が歩けるようになるのです。 

このような現象は、趣味に熱中したり、ペットをかわいがったり、恋愛したり、さまざまな心理的な営みの中

でもみられます。 

 

これは余談ですが、「レントゲンでも血液検査でも異常が見つからないから、あなたの痛みは気のせいです。

趣味を持ったり、ペットを飼ったりしなさい」と患者さんに言うお医者さんがいらっしゃるようです。 

「心理的なことで痛みが軽くなった事例があるから、画像診断や血液検査で異常が見つからない痛みは

心理的なものだ」という主張です。 

「逆は必ずしも真ならず」で、詭弁（きべん）なのですが、それをお医者さんがテレビ番組で言ったりすると、

それを信じる人も少なくないようです。 

「家族や知人に『痛いのは気のせいじゃない』、『趣味を持ったり、ペットを飼ったりすると良くなるってテレビで

やってたよ』と言われた」という話を、何人かの患者さんから聞いたことがあります。 

 

●最近「神わざ」と思ったこと● 

立命館大学茨木キャンパスで１月から２月にかけて「団士郎家族漫画展」が開催されていました。対人

援助学に関わられている皆さんならご存知のことと思いますが、団先生は家族療法家でもあり、漫画家で

もあります。 

その漫画展で「ひとつめ」というタイトルのケースが紹介されていました。（まだお読みでない方のために、団

先生の了解を得て、次ページ以降に掲載させていただきました。不鮮明とは思いますが、ぜひ、お目通しく

ださい。） 

 

母親が出て行き、父親は一生懸命三人の子どもを育てているけれども、中学３年の長男が悪質な非行
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問題を起こしていました。 

高校生の姉と、小学４年の

妹、父親、そして中３の本

人が団先生と家族面接をし

ました。 

面接の前半で行き詰まりを

感じた団先生は、後半で、

「今、心配なこと、解決した

いことと言ったらどんなことでし

ょう？ 各自三つ考えてみて

ください」と、それぞれに紙と

鉛筆をわたします。 

妹、姉、本人が、「ひとつめ」

の心配なことを答えたところ

で面接を終了。 

その後、長男の非行が治ま

り、受験勉強を始めたという

のです。 

もし、団先生が学校の先生

のように、説得とか説教で非

行をやめさせようとしていたら、

長男は余計に非行に走って

いたかもしれません。非行に

走るような子は、親や先生

に言われて、その指示に従う

のをいやがります。 

妹や姉の心配なことが長男

の非行以外のことだったから、

長男は心を開いたのかもし

れません。 
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家族療法では「非行の

原因は何だと思います

か？」というような、原因

追求、犯人探しをする

質問はしません。むしろ

このケースのように「解

決したいことは何です

か？」「どうなりたいです

か？」というような解決

志向、未来志向の質

問をします。 

その答えをもとに指示や

アドバイスを出すことが

多いと思うのですが、団

先生は質問をしただけ

で、何の指示もせずに、

家族自身に解決させて

いらっしゃいます。 

私は「これぞ神わざ」と

感心しました。 

 

整形外科や理学療法

の分野では、原因を探

るために痛みを誘発す

るような検査（痛がら

せる検査）がよく用いら

れます。 

当院では、原因を究明

する検査以上に、解決

方法を見つける検査

（どうしたら痛くなくなる
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かをうかがう質問）を重

点的におこなっています。

これは以前家族療法を

仕事にしていた影響があ

ると思います。 

解決方法がわかると、ちょ

っと押したりさすったりする

だけで痛みが消えてしまう

ことが少なくありません。 

 

イエス・キリストや福山雅

治のように手も触れずに

痛みをとることや、団先生

のように質問するだけで

治すことはできませんが、

解決方法を見つける検

査を使えば、従来の原因

を探る検査よりもずっと早

く痛みをとることができるの

です。 


